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第８回 耐え切れず、ついに脱退を表明 

 
 吉田氏は、2001年 2月 8日、上原分会長（被告）らに恫喝され、ついに、「組合を脱退し

ます」と言ってしまいました。そうする以外、脅しを止める方法はないと思ったからです。 

勤務の合間を縫って開催された 2 月 13 日～16 日の連続 4日・7回続いた職場集会では、

繰り返し糾弾を受けた挙句に、毎回、脱退発言をさせられました。「脱退する」と言わせて

おいて、なお徹底していじめ抜く陰湿さ。7回の集会で、吉田氏は、あらん限りの罵詈雑言

が浴びせ掛けられ、繰り返し続いた吊し上げにより、意識が朦朧としてしまいました。 

2 月 13 日の集会で「東労組が勝ち取ったボーナスを返せ！」と怒鳴られた吉田氏は、副

区長にボーナスの返金方法を相談しました。ボーナスを返せば、組合が許してくれるかも

知れないと思ったからです。そんな非常識な脅しを真に受けてしまうほどに、Ｙ氏は精神

的に追い詰められていました。 

吉田氏は、ＪＲ東労組が自分を退職させるつもりだと確信しました。仕事のミスを誘っ

て退職に追い込もうとしているとも考えました。「京浜東北線で万一事故を起こせば大変な

ことになる…」と危惧した吉田氏は、自分の身を守るために、2 月 15 日の集会からは、糾

弾の様子をＩＣレコーダーに録音することにしたのです。 

この集会の後、2月 28日、吉田氏はＪＲ東労組の脱退手続きをさせられました。 

 

ＪＲ東労組は吉田氏を追及し脱退させたと自認 
 
ところで、7回の集会の冒頭、ＪＲ東労組浦和電車区分会が発した「闘争宣言」を参加者

で読み合わせていました。宣言には、「われわれは、吉田の発言自体がグリーンユニオンの

意を体し、吉田がＪＲ東労組の組織を破壊せんと行動したことを全組合員に明らかにする

ものである。よって、Ｙはわれわれの今後の様々な闘いに対する妨害者でしかないことを

ここに明確にし、あらゆる組織破壊攻撃に対し、全組合員で闘いを挑むことを明らかにす

る」と激しい表現が記載されていました。 

2月 28日発行の分会「闘争委員会ニュース第 5号」には、「2月 13日～16日の『吉田追

及集会』において出席者全員で吉田本人に心からの怒りをぶつけてきましたが、相も変わ

らず無表情であり人間としての感情を持ち合わせているのか疑わざるをえません。私たち

の猛烈な追及に耐えかねたのか、ついに吉田本人の口から『東労組を脱退します』という

言葉が発せられました」とあり、吉田氏を猛烈に追及し脱退させたことを自ら認めていま

す。さらに、「脱退は勿論言動・行動からすれば極めて当然のことではありますが、心から

反省させるとして今日まできましたが本日 2月 28日に脱退届を提出させました。ただ脱退

させればいいというものではありませんし、これからも吉田に対する追及の手を緩めるこ

とは決してありません」と記載してあります。 

組織のためには都合の悪い者を徹底して糾弾するという、彼らの異常な性質は明らかで

す。仲間をここまでいじめて、良心の呵責を感じないのでしょうか。（次号に続く） 
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